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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年12月17日(2020.12.17)

【公表番号】特表2020-513415(P2020-513415A)
【公表日】令和2年5月14日(2020.5.14)
【年通号数】公開・登録公報2020-019
【出願番号】特願2019-533095(P2019-533095)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4985   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 519/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  487/04     １４０　
   Ｃ０７Ｄ  487/04     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２３　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｐ   31/16     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4985   　　　　
   Ｃ０７Ｄ  519/00     ３１１　
   Ｃ０７Ｄ  519/00     ３０１　
   Ａ６１Ｋ   31/519    　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/5377   　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月2日(2020.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）
【化１】
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（式中、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３の各々は、独立に、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＮＯ２

、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲｂ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｃＲｄ、ＯＲｂ、－ＮＲｃ

Ｒｄ、ＲｂＯ－Ｃ１－４アルキレン、ＲｄＲｃＮ－Ｃ１－４アルキレン、Ｃ１－６アルキ
ル、Ｃ２－６アルケニル、又はＣ２－６アルキニルであるか、又は、Ｒ１及びＲ２は、そ
れらが結合している炭素原子と一緒に、Ｃ３－６炭素環式環、５員から６員までのヘテロ
環式環、Ｃ６－１０芳香環又は５員から６員までのヘテロ芳香環を形成し、ここで、Ｃ１

－６アルキル、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６炭素環式環、５員か
ら６員までのヘテロ環式環、Ｃ６－１０芳香環及び５員から６員までのヘテロ芳香環の各
々は、独立に無置換であるか、又はＤ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＯＲｂ、－ＮＲｃＲｄ、
Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、ＲｂＯ－Ｃ１－４アルキレン又はＲｄＲｃＮ
－Ｃ１－４アルキレンから独立に選択される１、２、３、又は４個の置換基で置換されて
おり；
Ｒ４は、ＯＲｂ、－ＮＲｃＲｄ、Ｃ２－６アルキル、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アル
キニル、Ｃ３－１２カルボシクリル、Ｃ３－１２カルボシクリル－Ｃ１－４アルキレン、
３員から１２員までのヘテロシクリル、（３員から１２員までのヘテロシクリル）－Ｃ１

－４アルキレン、Ｃ６－１０アリール、Ｃ６－１０アリール－Ｃ１－４アルキレン、５員
から１６員までのヘテロアリール、又は（５員から１６員までのヘテロアリール）－Ｃ１

－４アルキレンであり、ここで、Ｃ２－６アルキル、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アル
キニル、Ｃ３－１２カルボシクリル、Ｃ３－１２カルボシクリルＣ１－４アルキレン、３
員から１２員までのヘテロシクリル、（３員から１２員までのヘテロシクリル）－Ｃ１－

４アルキレン、Ｃ６－１０アリール、Ｃ６－１０アリール－Ｃ１－４アルキレン、５員か
ら１６員までのヘテロアリール及び（５員から１６員までのヘテロアリール）－Ｃ１－４

アルキレンの各々は、独立に無置換であるか、又は１、２、３、４、若しくは５個のＲ’
で置換されており；
Ｒ５は、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ
ｂ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｃＲｄ、ＯＲｂ、－ＮＲｃＲｄ、ＲｂＯ－Ｃ１－４アルキレン、Ｒ
ｄＲｃＮ－Ｃ１－４アルキレン、Ｃ１－６アルキル、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アル
キニル、Ｃ３－１２シクロアルキル、Ｃ３－１２シクロアルキル－Ｃ１－４アルキレン、
３員から１２員までのヘテロシクリル、（３員から１２員までのヘテロシクリル）－Ｃ１

－４アルキレン、Ｃ６－１０アリール、Ｃ６－１０アリ－ルＣ１－４アルキレン、５員か
ら１０員までのヘテロアリール、又は（５員から１０員までのヘテロアリール）－Ｃ１－

４アルキレンであり、ここで、Ｃ１－６アルキル、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルキ
ニル、Ｃ３－１２シクロアルキル、Ｃ３－１２シクロアルキル－Ｃ１－４アルキレン、３
員から１２員までのヘテロシクリル、（３員から１２員までのヘテロシクリル）－Ｃ１－

４アルキレン、Ｃ６－１０アリ－ル、Ｃ６－１０アリール－Ｃ１－４アルキレン、５員か
ら１０員までのヘテロアリール及び（５員から１０員までのヘテロアリール）－Ｃ１－４

アルキレンの各々は、独立に無置換であるか、又は１、２、３、４、若しくは５個のＲ’
で置換されており、
或いは、Ｒ４及びＲ５は、それらが結合している炭素原子と一緒にＣ３－１２炭素環式環
、３員から１２員までのヘテロ環式環、Ｃ６－１０芳香環又は５員から１０員までのヘテ
ロ芳香環を形成し、ここで、Ｃ３－１２炭素環式環、３員から１２員までのヘテロ環式環
、Ｃ６－１０芳香環及び５員から１０員までの芳香族複素環の各々は、独立に無置換であ
るか、又は１、２、３、４、若しくは５個のＲ’で置換されており、
各Ｒ’は、独立にＤ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＮＯ２、ＯＲｂ、－ＮＲｃＲｄ、ＲｂＯ－
Ｃ１－４アルキレン、ＲｄＲｃＮ－Ｃ１－４アルキレン、Ｒａ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１－

４アルキレン－Ｏ－Ｃ１－４アルキレン、ＲｂＯ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１－４アルキレン
－Ｏ－Ｃ１－４アルキレン、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲｂ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ
ｃＲｄ、Ｃ１－１２アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ３－６シクロアルキル、Ｃ３－

６シクロアルキル－Ｃ１－４アルキレン、３員から８員までのヘテロシクリル、（３員か
ら８員までのヘテロシクリル）－Ｃ１－４アルキレン、Ｃ６－１０アリール、Ｃ６－１０
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アリール－Ｃ１－４アルキレン、５員から１０員までのヘテロアリール又は（５員から１
０員までのヘテロアリール）－Ｃ１－４アルキレンであり、ここで、Ｃ１－１２アルキル
、Ｃ１－６ハロアルキル、Ｃ３－６シクロアルキル、Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－４

アルキレン、３員から８員までのヘテロシクリル、（３員から８員までのヘテロシクリル
）Ｃ１－４アルキレン、Ｃ６－１０アリール、Ｃ６－１０アリール－Ｃ１－４アルキレン
、５員から１０員までのヘテロアリール及び（５員から１０員までのヘテロアリール）－
Ｃ１－４アルキレンの各々は、独立に無置換であるか、又はＤ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、
ＮＯ２、ＯＲｂ、－ＮＲｃＲｄ、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル、ＲｂＯ－Ｃ

１－４アルキレン、若しくはＲｄＲｃＮ－Ｃ１－４アルキレンから独立に選択される１、
２、３、又４個の置換基で置換されており、
Ｒ６は、Ｈ、Ｄ、又はＣ１－６アルキルであり、ここで、Ｃ１－６アルキルは、任意に、
Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＮＯ２、又はＯＲｂから独立に選択される１、２、３、又は
４個の置換基で置換されていてもよく、
Ｗは、Ｃ１－８アルキル、Ｃ３－１２カルボシクリル、又は３員から１２員までのヘテロ
シクリルであり、ここで、Ｃ１－８アルキル、Ｃ３－１２カルボシクリル、及び３員から
１２員までのヘテロシクリルの各々は、独立に無置換であるか、又は１、２、３又は４個
のＲＷで置換されており；
各ＲＷは、独立にＤ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＮＯ２、＝Ｏ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（
＝Ｏ）ＯＲｂ、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１－４アルキレン－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－ＯＲｂ、－Ｃ
（＝Ｏ）ＮＲｃＲｄ、－ＮＲｅＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＮＲｅＣ（＝Ｏ）ＮＲｃＲｄ、－Ｓ（
＝Ｏ）２Ｒｆ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲｅＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲｃＲｄ、（Ｒ
ｂＯ）２Ｐ（＝Ｏ）－Ｃ０－２アルキレン、ＯＲｂ、ＲｂＯ－Ｃ１－２アルキレン、Ｒｄ

ＲｃＮ－Ｃ１－２アルキレン、Ｃ１－６アルキル、５員から６員までのヘテロアリール、
又は５員から６員までのヘテロシクリルであり、ここで、Ｃ１－６アルキル、５員から６
員までのヘテロアリール、及び５員から６員までのヘテロシクリルの各々は、独立に無置
換であるか、又はＤ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、Ｎ３、＝Ｏ、ＮＯ２、ＯＲｂ、Ｃ１－６ア
ルキル又はＣ１－６ハロアルキルから独立に選択される１、２、３又は４個の置換基によ
って置換されており、
各Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄ、Ｒｅ、及びＲｆは、独立にＨ、Ｄ、ヒドロキシ、Ｃ１－６ハ
ロアルキル、Ｃ１－６アルキル、ｎ－ヘプチル、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ２－６アルケニ
ル、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６カルボシクリル、Ｃ３－６カルボシクリル－Ｃ１－４

アルキレン、３員から１２員までのヘテロシクリル、（３員から１２員までのヘテロシク
リル）－Ｃ１－４アルキレン、Ｃ６－１０アリール、Ｃ６－１０アリール－Ｃ１－４アル
キレン、５員から１０員までのヘテロアリール又は（５員から１０員までのヘテロアリー
ル）－Ｃ１－４アルキレンであり、ここで、Ｃ１－６アルキル、ｎ－ヘプチル、Ｃ１－６

アルコキシ、Ｃ２－６アルケニル、Ｃ２－６アルキニル、Ｃ３－６カルボシクリル、Ｃ３

－６カルボシクリル－Ｃ１－４アルキレン、３員から１２員までのヘテロシクリル、（３
員から１２員までのヘテロシクリル）－Ｃ１－４アルキレン、Ｃ６－１０アリール、Ｃ６

－１０アリール－Ｃ１－４アルキレン、５員から１０員までのヘテロアリール及び（５員
から１０員までのヘテロアリール）－Ｃ１－４アルキレンの各々は、独立に無置換である
か、又はＤ、Ｆ、Ｃｌ、ＣＮ、ＯＨ、ＮＨ２、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロアルキル
、Ｃ１－６アルコキシ又はＣ１－６アルキルアミノから独立に選択される１、２、３又は
４個の置換基によって置換されており、
或いは、Ｒｃ及びＲｄは、それらが結合している窒素原子と一緒に、３員から８員までの
ヘテロシクリル、又は５員から８員までのヘテロアリールを形成し、ここで、３員から８
員までのヘテロシクリル、及び５員から８員までのヘテロアリールの各々は、独立に無置
換であるか、又はＤ、Ｆ、Ｃｌ、ＣＮ、ＯＨ、ＮＨ２、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６ハロ
アルキル、Ｃ１－６アルコキシ又はＣ１－６アルキルアミノから独立に選択される１、２
、３又は４個の置換基によって置換されている）
を有する化合物、又はその立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド、溶媒和物、代謝物、
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薬学的に許容され得る塩、若しくはプロドラッグ。
【請求項２】
　式（ＩＩ）
【化２】

（式中、Ａは、Ｃ３－１２炭素環式環、３員から１２員までのヘテロ環式環、Ｃ６－１０

芳香環又は５員から１０員までの芳香族複素環であり、
ｑは、０、１、２、３、４、又は５である）
を有する、
請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　ＡはＣ３－６炭素環式環、３員から６員までのヘテロ環式環、Ｃ６－１０芳香環又は５
員から６員までのヘテロ芳香環である、請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　ＡはＣ３－６炭素環式環、３員から６員までのヘテロ環式環、ベンゼン、ナフタレン、
フラン、ベンゾフラン、ピロール、ピリジン、ピラゾール、イミダゾール、ベンズイミダ
ゾール、トリアゾール、テトラゾール、オキサゾール、オキサジアゾール、１，３，５－
トリアジン、チアゾール、チオフェン、ベンゾチオフェン、ピラジン、ピリダジン、ピリ
ミジン、インドール、プリン、キノリン、又はイソキノリンである、請求項２又は３に記
載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ４はＯＲｂ、－ＮＲｃＲｄ、Ｃ２－４アルキル、Ｃ２－４アルケニル、Ｃ２－４アル
キニル、Ｃ３－６カルボシクリル、Ｃ３－６カルボシクリル－Ｃ１－４アルキレン、５員
から８員までのヘテロシクリル、（５員から８員までのヘテロシクリル）－Ｃ１－４アル
キレン、Ｃ６－１０アリール、Ｃ６－１０アリール－Ｃ１－４アルキレン、５員から１０
員までのヘテロアリール又は（５員から１０員までのヘテロアリール）－Ｃ１－４アルキ
レンであり、ここで、Ｃ２－４アルキル、Ｃ２－４アルケニル、Ｃ２－４アルキニル、Ｃ

３－６カルボシクリル、Ｃ３－６カルボシクリル－Ｃ１－４アルキレン、５員から８員ま
でのヘテロシクリル、（５員から８員までのヘテロシクリル）－Ｃ１－４アルキレン、Ｃ

６－１０アリ－ル、Ｃ６－１０アリール－Ｃ１－４アルキレン、５員から１０員までのヘ
テロアリール及び（５員から１０員までのヘテロアリール）－Ｃ１－４アルキレンの各々
は、独立に無置換であるか、又は１、２、３、４又は５個のＲ’で置換されており、
　Ｒ５は、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＮＯ２、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ
Ｒｂ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｃＲｄ、ＯＲｂ、－ＮＲｃＲｄ、Ｃ１－３アルキル、Ｃ２－４ア
ルケニル、Ｃ２－４アルキニル、Ｃ３－６シクロアルキル、Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ

１－４アルキレン、５員から６員までのヘテロシクリル、（５員から６員までのヘテロシ
クリル）－Ｃ１－４アルキレン、Ｃ６－１０アリール、Ｃ６－１０アリール－Ｃ１－４ア
ルキレン、５員から６員までのヘテロアリール、又は（５員から６員までのヘテロアリー
ル）－Ｃ１－４アルキレンであり、ここで、Ｃ１－３アルキル、Ｃ２－４アルケニル、Ｃ

２－４アルキニル、Ｃ３－６シクロアルキル、Ｃ３－６シクロアルキル－Ｃ１－４アルキ
レン、５員から６員までのヘテロシクリル、（５員から６員までのヘテロシクリル）－Ｃ
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１－４アルキレン、Ｃ６－１０アリール、Ｃ６－１０アリール－Ｃ１－４アルキレン、５
員から６員までのヘテロアリール及び（５員から６員までのヘテロアリール）－Ｃ１－４

アルキレンの各々は、独立に無置換であるか、又は１、２、３、４又は５個のＲ’で置換
されており、
　或いは、Ｒ４及びＲ５は、それらが結合している炭素原子と一緒に、Ｃ３－６炭素環式
環、３員から６員までのヘテロ環式環、Ｃ６－１０芳香環又は５員から６員までのヘテロ
芳香環を形成し、ここで、Ｃ３－６炭素環式環、３員から６員までのヘテロ環式環、Ｃ６

－１０芳香環、及び５員から６員までのヘテロ芳香環の各々は、独立に無置換であるか、
又は１、２、３、４又は５個のＲ’で置換されている、
　請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ４はＯＲｂ、－ＮＲｃＲｄ、エチニル、プロピニル、Ｃ３－６カルボシクリル、ピロ
リジニル、ピラゾリジニル、イミダゾリジニル、テトラヒドロフリル、テトラヒドロチエ
ニル、テトラヒドロピラニル、テトラヒドロチオピラニル、テトラヒドロイソキノリル、
ピペリジニル、モルホリニル、チオモルホリニル、ピペラジニル、フェニル、ナフチル、
フリル、ベンゾフリル、ピロリル、ピリジル、ピラゾリル、イミダゾリル、ベンズイミダ
ゾリル、トリアゾリル、テトラゾリル、オキサゾリル、オキサジアゾリル、１，３，５－
トリアジニル、チアゾリル、チアジアゾリル、チエニル、ベンゾチエニル、ピラジニル、
ピリダジニル、ピリミジニル、インドリル、プリニル、キノリル、イソキノリル、フェノ
キサチニル、
【化３】

であり、ここで、エチニル、プロピニル、Ｃ３－６カルボシクリル、ピロリジニル、ピラ
ゾリジニル、イミダゾリジニル、テトラヒドロフリル、テトラヒドロチエニル、テトラヒ
ドロピラニル、テトラヒドロチオピラニル、テトラヒドロイソキノリル、ピペリジニル、
モルホリニル、チオモルホリニル、ピペラジニル、フェニル、ナフチル、フリル、ベンゾ
フリル、ピロリル、ピリジル、ピラゾリル、イミダゾリル、ベンズイミダゾリル、トリア
ゾリル、テトラゾリル、オキサゾリル、オキサジアゾリル、１，３，５－トリアジニル、
チアゾリル、チアジアゾリル、チエニル、ベンゾチエニル、ピラジニル、ピリダジニル、
ピリミジニル、インドリル、プリニル、キノリル、イソキノリル、フェノキサチニル、
【化４】

の各々は、独立に無置換であるか、又は１、２、３、４又は５個のＲ’で置換されており
、
Ｒ５は、Ｈ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＮＯ２、メチル、エチル、又はｉ－プロピルで
あり、
或いは、Ｒ４及びＲ５は、それらが結合している炭素原子と一緒に、Ｃ３－６炭素環式環
、３員から６員までのヘテロ環式環、ベンゼン、ナフタレン、フラン、ベンゾフラン、ピ
ロール、ピリジン、ピラゾール、イミダゾール、ベンズイミダゾール、トリアゾール、テ
トラゾール、オキサゾール、オキサジアゾール、１，３，５－トリアジン、チアゾール、
チオフェン、ベンゾチオフェン、ピラジン、ピリダジン、ピリミジン、インドール、プリ
ン、キノリン、又はイソキノリンを形成しており、ここで、Ｃ３－６炭素環式環、３員か
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ら６員までのヘテロ環式環、ベンゼン、ナフタレン、フラン、ベンゾフラン、ピロール、
ピリジン、ピラゾール、イミダゾール、ベンズイミダゾール、トリアゾール、テトラゾー
ル、オキサゾール、オキサジアゾール、１，３，５－トリアジン、チアゾール、チオフェ
ン、ベンゾチオフェン、ピラジン、ピリダジン、ピリミジン、インドール、プリン、キノ
リン、及びイソキノリンの各々は、独立に無置換であるか、又は１、２、３、４又は５個
のＲ’で置換されている、
請求項１又は５に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ１、Ｒ２及びＲ３の各々は、独立にＨ、Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＮＯ２、－Ｃ（
＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲｂ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｃＲｄ、ＯＲｂ、－ＮＲｃＲｄ、メ
チル、エチル、ｎ－プロピル、又はｉ－プロピルであるか、又は、Ｒ１及びＲ２は、それ
らが結合している炭素原子と一緒に、Ｃ５－６炭素環式環、５員から６員までのヘテロ環
式環、ベンゼン環又は５員から６員までのヘテロ芳香環を形成しており、ここでメチル、
エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、Ｃ５－６炭素環式環、５員から６員までのヘテロ
環式環、ベンゼン環又は５員から６員までのヘテロ芳香環の各々は、独立に無置換である
か、又はＤ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＯＲｂ、－ＮＲｃＲｄ、若しくはＣ１－３ハロアル
キルから独立に選択される１、２、３、又は４個の置換基で置換されている、
　請求項１～６の何れか１項に記載の化合物。
【請求項８】
　各Ｒ’は、独立にＤ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＮＯ２、ＯＲｂ、－ＮＲｃＲｄ、Ｒａ－
Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｃ１－２アルキレン－Ｏ－Ｃ１－２アルキレン、ＲｂＯ－Ｃ（＝Ｏ）－
Ｏ－Ｃ１－２アルキレン－Ｏ－Ｃ１－２アルキレン、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ
Ｒｂ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｃＲｄ、Ｃ１－９アルキル、Ｃ１－３ハロアルキル、Ｃ３－６シ
クロアルキル、５員から６員までのヘテロシクリル、フェニル、フェニル－Ｃ１－２アル
キレン、又は５員から１０員までのヘテロアリールであり、ここで、Ｃ１－９アルキル、
Ｃ１－３ハロアルキル、Ｃ３－６シクロアルキル、５員から６員までのヘテロシクリル、
フェニル、フェニル－Ｃ１－２アルキレン、及び５員から１０員までのヘテロアリールの
各々は、独立に無置換であるか、又はＤ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＮＯ２、ＯＲｂ、－Ｎ
ＲｃＲｄ、メチル、エチル、ｎ－プロピル又はｉ－プロピルから独立に選択される１、２
、３又は４個の置換基によって置換されている、
　請求項１～７の何れか１項に記載の化合物
【請求項９】
　各Ｒ’は独立にＤ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＮＯ２、ＯＲｂ、－ＮＲｃＲｄ、
【化５】

－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲｂ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｃＲｄ、メチル、エチル、ｎ
－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－ブチル、ｉ－ブチル、ｔ－ブチル、トリフルオロメチル
、ジフルオロメチル、モノフルオロメチル、２，２－ジフルオロエチル、１，２－ジフル
オロエチル、トリフルオロエチル、１－フルオロエチル、２－フルオロエチル、シクロプ
ロピル、テトラヒドロフラニル、テトラヒドロチエニル、テトラヒドロピラニル、テトラ
ヒドロチアピラニル、ピペリジル、モルホリニル、チオモルホリニル、ピペラジニル、フ
ェニル、フェニル－Ｃ１－２アルキレン、フリル、ベンゾフラニル、ピロリル、ピリジニ
ル、ピラゾリル、イミダゾリル、ベンズイミダゾリル、トリアゾリル、テトラゾリル、オ
キサゾリル、オキサジアゾリル、１，３，５－トリアジニル、チアゾリル、チエニル、ベ
ンゾチエニル、ピラジニル、ピリダジニル、又はピリミジニルであり、ここで、メチル、
エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－ブチル、ｉ－ブチル、ｔ－ブチル、ジフルオ
ロメチル、モノフルオロメチル、２，２－ジフルオロエチル、１，２－ジフルオロエチル
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、トリフルオロエチル、１－フルオロエチル、２－フルオロエチル、シクロプロピル、テ
トラヒドロフラニル、テトラヒドロチエニル、テトラヒドロピラニル、テトラヒドロチア
ピラニル、ピペリジル、モルホリニル、チオモルホリニル、ピペラジニル、フェニル、フ
ェニル－Ｃ１－２アルキレン、フリル、ベンゾフラニル、ピロリル、ピリジニル、ピラゾ
リル、イミダゾリル、ベンズイミダゾリル、トリアゾリル、テトラゾリル、オキサゾリル
、オキサジアゾリル、１，３，５－トリアジニル、チアゾリル、チエニル、ベンゾチエニ
ル、ピラジニル、ピリダジニル及びピリミジニルの各々は、独立に無置換であるか、又は
Ｄ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＮＯ２、ＯＨ、－ＮＨ２、メチル、エチル、ｎ－プロピル又
はｉ－プロピルから独立に選択される１、２、３又は４個の置換基によって置換されてい
る、
請求項１～８の何れか１項に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ６はＨ、Ｄ、ＣＦ３、メチル、エチル、ｎ－プロピル、又はｉ－プロピルである、請
求項１～９の何れか１項に記載の化合物。
【請求項１１】
　ＷはＣ１－６アルキル、Ｃ５－８カルボシクリル、又は５員から８員までのヘテロシク
リルであり、ここで、Ｃ１－６アルキル、Ｃ５－８炭素環、及び５員から８員までの複素
環の各々は独立に無置換であるか、又は１、２、３又は４個のＲＷで置換されている、請
求項１～１０の何れか１項に記載の化合物。
【請求項１２】
　ＲＷはＤ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＮＯ２、＝Ｏ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＣＨ３、－Ｃ（＝Ｏ
）ＯＣＨ２ＣＨ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（ＣＨ２

）６ＣＨ３、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、
【化６】

－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｃＲｄ、－ＮＨＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＮＨＣ（＝Ｏ）ＮＲｃＲｄ、－Ｓ（
＝Ｏ）２Ｒｆ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＨＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲｃＲｄ、（Ｒｂ

Ｏ）２Ｐ（＝Ｏ）－Ｃ０－２アルキレン、ＯＲｂ、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－
プロピル、フリル、ピロリル、ピリジル、ピラゾリル、イミダゾリル、トリアゾリル、テ
トラゾリル、オキサゾリル、オキサジアゾリル、１，３，５－トリアジニル、チアゾリル
、チエニル、ピラジニル、ピリダジニル、ピリミジル、又は５員から６員までのヘテロシ
クリルであり、ここで、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、フリル、ピロリ
ル、ピリジル、ピラゾリル、イミダゾリル、トリアゾリル、テトラゾリル、オキサゾリル
、オキサジアゾリル、１，３，５－トリアジニル、チアゾリル、チエニル、ピラジニル、
ピリダジニル、ピリミジル、及び５員から６員までのヘテロシクリルの各々は、独立に無
置換であるか、又はＤ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、Ｎ３、＝Ｏ、ＮＯ２、－ＯＣＨ３、Ｃ１

－３アルキル、若しくはＣ１－３ハロアルキルから独立に選択される１、２、３又は４個
の置換基によって置換されている、
請求項１～１１の何れか１項に記載の化合物。
【請求項１３】
　各Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄ、Ｒｅ、及びＲｆは、独立にＨ、Ｄ、ヒドロキシ、トリフル
オロメチル、メチル、エチル、ｉ－プロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｔ－ブチル、
ｎ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、ｎ－ヘプチル、メトキシ、エトキシ、Ｃ３－６カルボシク
リル、５員から６員までのヘテロシクリル、フェニル、５員から１０員までのヘテロアリ
ール、又は（５員から１０員までのヘテロアリール）－Ｃ１－４アルキレンであり、ここ
で、メチル、エチル、ｉ－プロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｔ－ブチル、ｎ－ペン
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チル、ｎ－ヘキシル、ｎ－ヘプチル、メトキシ、エトキシ、Ｃ３－６カルボシクリル、５
員から６員までのヘテロシクリル、フェニル、５員から１０員までのヘテロアリール、及
び（５員から１０員までのヘテロアリール）－Ｃ１－４アルキレンの各々は、独立に無置
換であるか、又はＤ、Ｆ、Ｃｌ、ＣＮ、ＯＨ、ＮＨ２、Ｃ１－３アルキル、Ｃ１－３ハロ
アルキル又はメトキシから独立に選択される１、２、３又は４個の置換基によって置換さ
れているか、
　或いは、ＲＣ及びＲｄは、それらが結合している窒素原子と一緒に、５員から６員まで
のヘテロシクリル、又は５員から６員までのヘテロアリールを形成しており、ここで、５
員から６員までのヘテロシクリル、及び５員から６員までのヘテロアリールの各々は、独
立に無置換であるか、又はＤ、Ｆ、Ｃｌ、ＣＮ、ＯＨ、ＮＨ２、Ｃ１－３アルキル、Ｃ１

－３ハロアルキル又はメトキシから独立に選択される１、２、３又は４個の置換基によっ
て置換されている、
　請求項１～１２の何れか１項に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｗは以下のサブ式：
【化７】

のうちの何れか１つであり、
式中、ｎは０、１、２、３、又は４である、
請求項１～１３の何れか１項に記載の化合物。
【請求項１５】
　以下の化学式（ＩＩＩ）、（ＩＶ）、（Ｖ）、（ＶＩ）、（ＶＩＩ）、（ＶＩＩＩ）、
（ＩＸ）、又は（Ｘ）：
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【化８】

を有する請求項１～１４の何れか１項に記載の化合物。
【請求項１６】
　以下の化学式（ＸＩ）、（ＸＩＩ）、（ＸＩＩＩ）、又は（ＸＩＶ）：
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【化９】

を有する請求項１～１５の何れか１項に記載の化合物。
【請求項１７】
　以下の化学構造：

【化１０－１】
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【化１０－２】
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【化１０－３】
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【化１０－４】
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【化１０－５】
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【化１０－６】
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【化１０－７】
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【化１０－８】
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【化１０－９】
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【化１０－１０】
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【化１０－１１】
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【化１０－１２】
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【化１０－１３】
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【化１０－１４】
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【化１０－１５】
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【化１０－１６】

のうち１つを有する請求項１～１６の何れか１項に記載の化合物又はその立体異性体、互
変異性体、Ｎ－オキシド、溶媒和物、代謝物、薬学的に許容され得る塩、若しくはプロド
ラッグ。
【請求項１８】
　請求項１～１７の何れか１項に記載の化合物の有効量、および薬学的に許容され得る担
体、賦形剤、ビヒクル又はその組み合わせを含む医薬組成物。
【請求項１９】
　１種以上の治療薬を更に含み、前記治療薬は抗インフルエンザウイルス薬、又は抗イン
フルエンザウイルスワクチンである、請求項１８記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　前記治療薬がアマンタジン、リマンタジン、オセルタミビル、ザナミビル、ペラミビル
、ラニナミビル、ラニナミビルオクタン酸エステル水和物、ファビピラビル、アルビドー
ル、リバビリン、スタキフリン、インガビリン、フルダーゼ、ＣＡＳ ｎｏ．１４２２０
５０－７５－６、ＪＮＪ－８７２、Ｓ－０３３１８８、インフルエンザワクチン、又はそ
の組み合わせである請求項１９記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　治療対象体のインフルエンザウイルス感染によって引き起こされる障害又は疾患を予防
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し、管理し、治療し、又は緩和することにおける使用のための請求項１～１７の何れか１
項に記載の化合物、又は請求項１８～２０の何れか１項に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　インフルエンザウイルスのＲＮＡポリメラーゼを阻害することにおける使用のための請
求項１～１７のうち何れか１項に記載の化合物、又は請求項１８～２０のうち何れか１項
に記載の医薬組成物。
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